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地域に視点をあてた事業展開［高年］

地域住民が集い施設との関係性を築く
「えびな南サロン」の開設

　地域の方がたと、支え、支えられる関係性をつくることを目的に、施設の１階ロビーを「えびな南サロン」として開放し、地域の方が
たが好きな時に集まることができる場所にした。ボランティアの方に協力していただき、各種教室を開き多くの参加者に集っていただい
ている。ここから、当施設と地域の方がたとの関係性の構築を図っている。

神奈川県 社会福祉法人中心会 〒243-0427  神奈川県海老名市杉久保南３-31-６
TEL：046-238-7681　FAX：046-238-7682

◇法人設立年

　　昭和28年

◇法人実施事業

　①経営施設（事業）数：６施設19事業
　②経営施設・事業の種類：
　　�養護老人ホーム…１、特別養護老人ホーム…
４、訪問介護…１、　訪問入浴介護…１、通
所介護…３、短期入所生活介護…３、　居宅
介護支援…２、地域包括支援センター…２、
児童養護施設…１、生活介護（障害デイサー
ビス）…１

◇法人の理念・経営方針

私たちの使命
　私たちは、私たちが活動する地域社会におい
て、自分や自分の大切な人が抱える心身の障害
や生活環境上の問題によって、様々な『不自由』
『生きにくさ』を現に経験し、または経験する
だろうリスクを有する人々に対して、適切な専
門性の担保された養護、介護、及びこれに関連
する諸サービスを提供することを通じて、誰も
が自分の存在に誇りを持ち、生きる喜びを享受
するとともに、自分の家族や隣人の存在を素直
に喜ぶことができる社会づくりに貢献します。

◇取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　えびな南高齢者施設
【施設種別及び利用定員】
　養護老人ホーム　50名、特別養護老人ホーム
　50名、通所介護　30名

◇活動内容

◦活動開始年
　平成20年12月
◦活動の対象者
　地域住民
◦活動の頻度・時間
　月１～２回、１回あたり２時間程度

◇活動実施の背景、実施にいたった理由
　福祉施設では地域の方がたに提供できる資源（施設内のス
ペース、高齢者福祉に関する情報、等）を有しているが、こ
れまでは、積極的に地域へ開放、提供してこなかった。その
ため、地域との関係性が希薄で、施設内に地域の方がたが立
ち入るのは、「バザー」などの大きな行事の時のみであった。
　施設１階のロビーを「えびな南サロン」として、自然と地
域の方がたが集まれる場所にし、介護が必要になってからで
はなく何時でも相談できる場所としてありたいと考えた。法
人設立60周年に「10年ビジョン」を策定したが、その中で地
域を支え・支えられる関係性を築くことを計画したこともあ
り、ロビーを開放することとした。

◇実施内容
　突然にロビーを開放するといっても、それだけでは人が集
まらないため、「編み物教室」、「折り紙教室」、「石のアート
教室」といったものを開き、「施設内で○○教室を開催する
ので、参加しませんか？」という姿勢で地域に広報をした
（回覧板にチラシを入れた）。結果、１回につき10 ～ 20名程
度の参加者が集まるようになった。
　講師をしてくださるボランティアのもと、手芸などの活動
を楽しんでいただいている。
　講師役のボランティアの方より知人等を紹介いただくこと
で、ボランティアの方も徐々に増えている。その活動の中
で、参加者同士で顔見知りになり、毎回のように施設へ来訪
される方も見られるようになった。「○○教室」参加者は、
40 ～ 70代ぐらいの女性が主である。中には子連れで参加さ
れたり、近隣のグループホームから参加される高齢者もい
らっしゃる。
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◇�活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）

　「○○教室」は、少しずつ認知されてきて、「○
○教室はありませんか？」と、施設に対して問い
合わせが入るようになってきた。教室への参加者
に対しては、ロビーの開放や相談できる場作りの
企画等についての紹介をしている。地域の方がた
が「えびな南高齢者施設」に好きな時に集うこと
ができる場所をつくり、困った時には「えびな南
高齢者施設」に相談すればいい、と安心していた
だける関係性を作るという目的は、少しずつでは
あるが達成されている。
　現在は、さらに当施設のサポーターになってい
ただくという意味からも、施設１階のロビーに常
駐いただけるボランティアの方を募集している。

◇今後の展開
　ロビーを地域の方がたが気軽に集まれる場にす
るためには、スペースの開放だけではなく、常駐
して話を聴ける方がいたほうが良いと考えてい
る。参加者に対して、「１階ロビーに常駐してい
ただけるボランティアとなる方を募っている」こ
とをどのように投げかけていけばよいか、方法を
模索中である。「○○教室」に参加されている方
達に、なぜこのような教室を開いているのか、当
施設が地域の方がたにとってどのような場所に
なっていきたいのかを説明し、ロビーに常駐して
くださる方がたを募っていきたい。

◇�主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
各種教室の材料費 21,000円 事務費、雑費 21,000円
＜合計＞ 21,000円 ＜合計＞ 21,000円

・取り組みにかかわった職員数　８名
　（職種等：生活相談員、介護職員、栄養士）


